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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【転出】　
・類家　静子様～東病棟Cユニットから南病棟Dユニット207号室へ転出。

・金山　辰巳様～東病棟合併症室から西病棟Bユニットへ転出。

【転入】
・藪　真弓様～西病棟Bユニットから東病棟Aユニットへ転入。

＜患者様連絡事項＞
・大江　あや子様～はるクリニックへ受診。

[bookmark: _GoBack]・櫻庭　直美様～家族へ経管栄養の意志を確認し同意されている。今後はその方向となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。解放観察中トラブル無し。15時疼痛時ロキソプロフェン(60)1T、不安時ロラゼパム（0.5）1T内服。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。解放中飲水行動見られ、介入している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。対面時滅裂言動あり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。断続的にドア叩き、多動、暴言あり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和7年2月26日　10:28
氏　　名：出町　京子様（でまち　きょうこ）様
生年月日：昭和25年10月16日(74歳)
病　　名：ピック病
性　　別：女性
主 治 医：金Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟合併症

＜経過＞
　南部町にて同胞２名第一子として出生。東京で２年程デパートに勤めた後、現在ま
で家業の呉服屋を経営している。詳細は不明であるが、症状ない時にも風邪薬を服用
するなど薬剤に依存的な様子が見られていた。60代半ばで肺炎を起こし入院になって
いる（詳細不明）が、入院中にせん妄状態となり夜間徘徊も見られ短期間で退院とな
っている。その後精神科（詳細不明）を受診するも、本人が通院を拒否。R2年に交通
事故にあい、腰痛が出現。自宅でも座って過ごすことが増えていた。同時期より会話
の噛み合わなさ、物をなくすことが頻回になり、客や近所の人に対しての暴言が増え
、攻撃性は医療機関にも向っており腰の治療は中断されている。金銭管理や服装の調
節も難しくなり、家事もせず日中は寝て過ごしていた。呉服屋の経営に関しても30年
前の請求を客に訴えて怒るようなことや、亡くなった母親の名前で商品を購入したり
などがあった。市民病院での手術中痛みを訴え、医師に掴みかかることや暴言を吐く
ような事もあり治療中断となっている。諸検査の結果、ピック病の診断となっている
。
　本人に病識はなく、処方の変更や通院に対しても強い難色を示しており、自宅での
生活が難しくなっている。指定医の診察の結果、入院での治療および保護が必要であ
るが、本人に病識がなく現実検討力は著しく低下しており入院治療に同意することが
できない状態であり、本日10:28東病棟合併症室へ医療保護入院となる。


日　　時：令和7年2月26日　11:15
氏　　名：馬場　勝美様（ばば　かつみ）様
生年月日：昭和33年7月6日(66歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主 治 医：深澤Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　当院３回の入院歴あり。R５.５.11退院後いなほ荘へ入所。
南陽館、隔週五福訪利用し外来通院、服薬治療継続していた。
以前からいなほ荘での生活について不満の訴え聞かれていた。前回入院時も施設スタ
ッフとの関係性不良による環境調整で入院していたが、退院後も同じ施設へ戻ってい
ることから同じ環境で不満が蓄積し訪問看護師へも攻撃性が見れていた。頓用薬服用
しながら支援継続していたがR6年12月頃より拒薬もみられるようになっていた。施設
側も対応に苦慮し、支援者に対する陰性感情が強くみられ、本人様の希望もあり、精
神症状改善目的にて本日11:15医療保護入院となる。
